建築主・工事監理者・工事施工者　様
建築基準法に基づく検査内容について
１．現場検査について
中間・完了検査においては目視、計測又は動作確認による実地検査のほかに、施工・監理状況把握のため、規模、用途等により必要に応じて下記の検査内容の確認をさせて頂きます。（該当工事がない場合は不要です。）
工事監理者の方は、施工・監理状況が確認できる各種試験結果・写真・検査記録等の準備と検査時の説明をお願いいたします。（書類等のまとめ方は任意の様式で結構です。）
２．検査内容について
□（１）構造チェックシート対象建築物　→　「中間・完了検査構造チェックシート」にそって内容を確認いたします。
　　　　・Ｓ造・・・500㎡超かつ3階以上、又は1000㎡超の建築物
　　　　・ＲＣ造・ＳＲＣ造・・・500㎡超の建築物　　　・木造・その他・・・1000㎡超の建築物
□（２）設備チェックシート対象建築物　→　「完了検査設備チェックシート」にそって内容を確認いたします。
　　　　・500㎡超のすべての建築物（型式認定建築物を除く）
□（３）上記以外の建築物（特例を受ける検査及び型式認定建築物を除く）　
→　該当工事について下記の書類等の確認を行いますので、準備をお願いいたします。ご不明な点はお問い合わせ下さい。
　　　　基礎工事
・写真・・・支持層の確認、配筋（断面の大きさ、配筋）、工事監理者立会の記録、元請けの工事施工者立会の記録
・杭芯ずれの記録
・杭施工結果報告書（杭施工業者が作成したもの）
・４週強度（根固め液、杭周固定液、ラップルコンクリート、改良地盤）
・載荷試験、スウェーデン式等の結果
　　　　鉄筋コンクリート工事
・コンクリート配合計画書（ＪＩＳ工場、運搬時間、＋３Ｎ、温度補正、適用期間等）
・コンクリート４週圧縮試験の結果（１週しか出ていない場合は４週推定値）、塩化物測定結果
・鉄筋のミルシート（規格、工事名記入）
・鉄筋の継手（圧接、溶接）及び試験の結果（引張、ＵＴ）
・圧接工（溶接工）の資格
・写真・・・配筋、抜取り状況、工事監理者立会の記録
　　　　　鉄骨工事
・製作工場の製作要領書（グレード、溶接工資格）
・製品検査記録（工事監理者立会の記録、寸法精度）
・鉄筋のミルシート（規格、工事名記入）
・超音波探傷（ＵＴ）検査記録（自主検査、第３者、資格者）
・写真・・・全景、柱脚部、柱・梁接合部（マーキング共）、仕口部、スタッド曲試験、開先検査、焼抜栓溶接
　　　　　設備工事
・機械換気及び機械排煙風量測定データ
・シックハウス対策換気風量測定データ、及び納入仕様書（工事名記入）
・避雷設備の資料（接地抵抗測定データ、接地極材料、埋設状況、溶接状況）
・非常用照明の資料（照度測定データ、光源及び測定位置の配置）
・区画貫通処理の資料（認定工法、ＦＤ、ＳＦＤ）
・写真・・・給排水設備配管・ダクト施工状況、区画貫通施工（ダクト・ケーブル・冷媒管）状況
□（４）すべての建築物（特例を受ける検査を除く）　→　該当工事について確認いたします。
　　　　　意匠関係
・防火区画、防火上主要な間仕切壁、遮音界壁の資料（認定番号〈耐火・遮音〉、構成）・写真（１枚目、２枚目、天井裏、小屋裏、納まり）
・特定防火設備・防火設備の資料（シール又は施工図）
・耐火被覆の資料（認定番号〈耐火〉、構成）・写真（厚み、天井裏、小屋裏、納まり）
・内装制限を受ける部分の材料シール、又は資料（認定番号、出荷証明）
・シックハウスＦ４の確認資料（写真、出荷証明、品質証明、現地シールのいずれか１つ）
　　□（５）工作物　→　該当工事について下記の書類等の確認を行いますので、準備をお願いいたします。ご不明な点はお問い合わせ下さい。
　　　　　上記（３）の基礎工事、鉄筋コンクリート工事、鉄骨工事に準じる。
３．提出書類について
特例を受ける検査の場合は、工事施工写真（基礎、軸組み、小屋組み写真を各１枚程度）の提出が法律により定められています。検査申請書に添えて提出をお願いいたします。また、構造・設備チェックシートは予め当社ホームページよりダウンロードし、検査当日現地にて提出をお願いいたします。なお、事前に検査内容の確認及び検査に必要な書類等のご準備をしていただくことで、検査時間、検査後の対応などの効率化が図られ、検査済証等の交付がスムーズになります。
４．その他
「中間・完了検査構造チェックシート」及び「完了検査設備チェックシート」は当社ホームページの「各種ダウンロード」よりダウンロードできます。
ご不明な点がありましたら、九州住宅保証㈱確認検査本部第二部（TEL092-771-7615）までお問い合わせ下さい。
九州住宅保証株式会社160520


